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               審   査   の   要   旨 
 
本論文は、単一培養微細藻類と比較して安定した生態系と高い生産性を有する多種混合培養微細藻類を対
象として、バイオ燃料生産のための多種混合培養微細藻類の生産性の予測のために、機械学習アプローチを
用いて予測精度を向上させるとともに、システム化されたデータ管理、データ分析、およびバイオ燃料生産プ
ロセスのシミュレーションシステムへの統合を行ったものである。さらに、機械学習アプローチとして用いら
れた SVM、MLR、ANNは、多種混合培養微細藻類の成長予測モデルの精度向上に寄与し、機械学習の応用の
ための学術的価値に大きく貢献した。以上から、本論文は、高い学術的価値を有し、博士論文としてふさわし
い内容であると判断される。 
令和元年 7月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
